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令和元年第 3回定例 

夕 張 市 議 会 会 議 録 

令和元年 9月 10日(火曜日) 

午前 10時 30分開会 

――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程 

第 １ 会期の決定について 

第 ２ 市長並びに教育委員会教育長の行政報告と

報告に対する質問 

第 ３ 議案第１号 夕張市財政再生計画の変更に

ついて 

第 ４ 一般質問 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席議員（8名） 

    君 島 孝 夫 君 

    小 林 尚 文 君 

    大 山 修 二 君 

    本 田 靖 人 君 

    千 葉   勝 君 

    熊 谷 桂 子 君 

    高 間 澄 子 君 

    今 川 和 哉 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席議員（0名） 

――――――――――――――――――――――― 

   午前１０時３０分 開会 

●事務局長 木村卓也君  ご起立願います。 

●議長 小林尚文君  ただいまから、令和元年第

3回定例夕張市議会を開会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の出席議員数は 8名全

員であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  これより、本日の会議を開

きます。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の会議録署名議員は、

会議規則第 125条の規定により 

   今川議員 

   君島議員 

を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程に入ります前に、事務

局長から諸般の報告をいたします。 

●事務局長 木村卓也君  報告いたします。 

 本定例市議会に出席を求めた説明員の一覧につき

ましては、お手元に配付のプリントのとおりであり

ます。 

 以上で、報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

「別紙」 

 市長      厚 谷   司 君 

 教育長     今     勉 君 

 選挙管理委員会委員長 

         佐 藤 憲 道 君 

 農業委員会会長 後 藤 敏 一 君 

 監査委員    板 谷 信 男 君 

◎市長の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 理事      大 友 秀 樹 君 

 総務課長    寺 江 和 俊 君 

 地域振興課長  福 富 貴 大 君 

 財政課長    芝 木 誠 二 君 

 税務課長    池 下   充 君 

 建設課長    鈴 木 茂 徳 君 

 土木水道課長  熊 谷   修 君 

 市民課長    及 川 憲 仁 君 

 保健福祉課長  平 塚 浩 一 君 

 生活福祉課長  掘   靖 樹 君 

 消防長     増 井 佳 紀 君 

 消防次長    石 黒 友 幹 君 

◎教育委員会教育長の委嘱を受けて出席した者の

職・氏名 

 教育課長    押野見 正 浩 君 

◎選挙管理委員会委員長の委嘱を受けて出席した者

の職・氏名 

 事務局長    寺 江 和 俊 君 
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◎農業委員会会長の委嘱を受けて出席した者の職・

氏名 

 事務局長    福 富 貴 大 君 

◎監査委員の委嘱を受けて出席した者の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

◎本議会の書記の職・氏名 

 事務局長    木 村 卓 也 君 

 書記      山 下 倫 弘 君 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  本日の日程は、お手元に配

付しているプリントのとおりであります。 

 それでは、直ちに日程に従って会議を進行いたし

ますが、本日、この議場が大変暑くなっております

ので、上着を脱がれる方は、どうぞご自由に、自分

の意思で脱いでいただければと思います。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程第 1、会期の決定につ

いてを議題といたします。 

 この場合、議会運営委員会委員長の報告を求めま

す。 

 今川委員長。 

●今川 和哉君（登壇）  ただいまから、今期定

例市議会の運営に関し、さきに議会運営委員会を開

催し協議しておりますので、その結果についてご報

告申し上げます。 

 まず、会期についてでありますが、付議案件は、

当初、議案 8件、選挙 1件、認定 7件、報告 5件で

ありますが、意見書案 7件が目下調整中であります

ので、これらを合わせますと 28件となるものであり

ます。ただし、意見書案の調整内容、議案の追加に

よっては、この件数が変更となることも予測されま

すので、あらかじめご承知おき願います。 

 このほか、通告されております 6名 9件の一般質

問、さらに、前定例市議会以降における市長並びに

教育委員会教育長の行政報告と報告に対する質問で

ありまして、これらの取り扱いを勘案し、協議いた

しましたが、会期につきましては、本日から 20日ま

での 11日間と決定しております。 

 次に、これら案件の取り扱いについてであります

が、議案第 1号夕張市財政再生計画の変更について

につきましては本会議初日に、報告第 1 号平成 30

年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

てにつきましては本会議2日目に、それぞれ上程し、

即決することとしております。また、認定第 1号な

いし認定第7号の平成30年度各会計決算の認定にか

かわる 7案件につきましては、議長及び議員選出監

査委員を除く議員全員による決算審査特別委員会を

設置し、これに付託の上、それぞれ審査することと

しております。そのほかの案件につきましては、そ

れぞれ本会議最終日において即決することといたし

ております。 

 次に、一般質問の取り扱いにつきましては、前定

例市議会と同様でありますので、説明を省略いたし

ます。 

 次に、審議日程につきましては、お手元に配付し

ております会議日程表に従って、順次説明いたしま

すのでご覧願います。 

 まず、本日は、市長並びに教育委員会教育長の行

政報告とこれに対する質問を行った後、議案第 1号

を上程、議決し、終了後、一般質問を行い、この日

の会議を延会といたします。 

 次に、11日は本会議 2日目を開催し、本会議初日

に引き続き一般質問を行った後、認定第 1号ないし

認定第 7 号の平成 30 年度各会計決算にかかわる 7

案件を上程し、決算審査特別委員会を設置して、会

期中に審査を終えるように期限を付してこれを付託

し、その後、報告第 1号の説明を受け、この日の会

議を散会といたします。 

 次に、12日、13日、17日、19日は議案調査のた

め、14日から 16日はいずれも市の休日のため、18

日は議会から付託された案件審査のために決算審査

特別委員会が開催されるため、それぞれ休会といた

します。 

 なお、決算審査特別委員会の正副委員長につきま

しては、行政常任委員会の正副委員長とすることと

しておりますので、あらかじめご承知おき願います。 
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 最後に 20日でありますが、本会議第 3日目を開催

し、決算審査特別委員会報告と全議案の上程、議決

をし、本定例市議会を閉会することとしております。 

 以上で、報告を終わります。 

●議長 小林尚文君  ただいまの議会運営委員会

委員長の報告のとおり、本会議の会期を本日から 20

日までの 11日間と決定して、ご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本会議の会期は、本日から 20日まで

の 11日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程第 2、市長並びに教育

委員会教育長の行政報告と報告に対する質問を行い

ます。 

 市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  令和元年 6月 5日

から令和元年 9月 9日までの行政について、ご報告

申し上げます。 

 お手元にお配りしたプリントのとおりですので、

ご覧いただきたいと思います。 

 なお、現金及び物品等の寄附につきまして、別紙

調書のとおり個人及び団体から現金及び物品等の寄

附がございました。本議会を通じまして感謝の意を

表し、報告にかえさせていただきたいと思います。 

 以上、行政報告を終わります。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 今  勉君（登壇）  令和元年 6月 5

日から9月9日までの教育行政報告につきましては、

お手元の資料のとおりでございますので、ご確認い

ただきたいと思います。 

 以上で報告といたします。 

●議長 小林尚文君  これより、報告に対する質

問を行います。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 ないようですから、日程第 2、市長並びに教育委

員会教育長の行政報告と報告に対する質問は、この

程度で終結をいたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程第 3、議案第 1号夕張

市財政再生計画の変更についてを議題といたします。 

 理事者から提案理由の説明を求めます。 

 理事。 

●理事 大友秀樹君（登壇）  議案第 1号夕張市

財政再生計画の変更について、提案理由をご説明申

し上げます。 

 本案は、6 月に実施した財政再生計画の変更以降

に生じた新たな課題に対応するため、国及び北海道

との協議を踏まえ、財政再生計画を変更することに

ついて、地方公共団体の財政の健全化に関する法律

第 9条第 1項の規定により、議会の議決を得ようと

するものであります。 

 なお、本案は、同法第 10条第 6項の規定に基づき

総務大臣に協議し、その同意がなされることを前提

とすべきものであることから、当該変更計画が効力

を有する日について、総務大臣の同意を得た日とあ

らかじめ設定し、あわせて議会の議決を得ようとす

るものであります。 

 計画変更の主な内容としまして、一般会計につい

てご説明いたします。 

 初めに、国道支出金を活用する事業といたしまし

て、戸籍法の一部改正により、5 年以内に戸籍事務

にマイナンバー制度が導入されることになり、導入

に向けて法務局から提出を求められている戸籍に使

用される文字情報を収集する経費、本年 10月から実

施される幼児教育無償化に伴い、児童発達支援サー

ビスの自己負担分が無償となるため、障害福祉サー

ビス費の支払いなどに活用しているシステムの改修

を行う経費、同じく、幼児教育無償化により新設さ

れる施設等利用給付費により、子どもの一時預かり

利用料が無償となることから、自己負担された方へ

償還払いを行う経費、令和 3年 1月から必須事業と

なる被保護者健康管理支援事業の準備として、対象

者のデータ収集及び分析を行う経費、予防接種法に

基づき予防接種による健康被害を受けた方に支払う

給付金が、同法施行令の改正により本年 4月分から
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増額になったことに対応する経費、昨年度に補修工

事の設計を行った林道旭線の 2 号橋、3 号橋及び 4

号橋について、河川管理者との協議に基づき補修工

事を行う経費、本市が北海道と締結した協定書に基

づき管理する道営住宅において、道の負担金が増額

されることから、入居者から要望のあった補修工事

を行う経費、老朽化し空き住戸となっている清陵 3

区の市営住宅の除却を行う経費を計上しております。 

 また、浄化槽法の一部改正により、今後、補助金

制度の創設が期待できることから、今年度実施予定

の合併浄化槽への転換工事を次年度以降に延期する

ことによる経費の減額分及び次年度に行う本町 6丁

目の市営住宅の老朽化した給水管の補修工事を前倒

しして今年度実施するための経費の増額分について

は、国道支出金を活用するほか、地方債も財源とし

ております。 

 次に、幸福の黄色いハンカチ基金からの繰り入れ

を活用する事業といたしまして、特定団体への指定

寄附があったことから、指定に基づき助成を行うた

めの経費、本市も構成員である炭鉄港推進協議会に

おいて各市町が拠出することとなった負担金に係る

経費、令和 2年度から 6年度における次期夕張市人

口ビジョン及び地方版総合戦略を策定するための経

費、各種制度の改正などに伴い、平成 29年度に作成

した子育てガイドブックを改訂する経費、夕張中学

校のバックネットが経年劣化により倒壊する危険性

があるため、これを除去し、新たに設置するための

設計委託経費を計上しております。 

 次に、夕張まちづくり寄附条例に基づく寄附金を

幸福の黄色いハンカチ基金へ積み立てるための経費

を計上しております。 

 次に、一般財源により対応する事業といたしまし

て、メロン生産に従事する地域おこし協力隊 2名の

募集及び採用に係る経費、国民健康保険料の滞納解

消の一環として、預貯金照会サービスを活用し、悪

質滞納者の資産調査を行うため、国民健康保険事業

会計へ繰り出しを行う経費、総務省から通知される

一般会計から公営企業会計への操り出し基準のうち、

上水道の高料金対策に要する分について、水道会計

の資本費が増加したことに伴い繰り出し基準を満た

したため、水道事業会計へ繰り出しを行う経費、集

団健診及び特定健診実施後、10月以降に保健指導が

本格化するため、保健師1名を臨時に雇用する経費、

本市葬斎苑の屋根及び煙突に経年劣化による雨漏り

が発生しており、漏電の危険があるため補修を行う

経費、真谷地リサイクルセンターの車庫の内外壁及

び倉庫が破損しているため補修を行う経費、昨年度

の大雪及び本年 5月の強風により被害が生じた市営

住宅の屋根などを補修する経費、消防庁舎内のネッ

トワークサーバーのＯＳが旧式のため、来年 1月に

サポートが終了することから、セキュリティ強化の

ためサーバーなどを更新する経費、石炭博物館模擬

坑道火災時に他自治体の広域消防応援隊が本市で調

達した物品の費用を広域消防総合応援協定に基づき

本市が負担するための経費、同じく、石炭博物館模

擬坑道火災時に、坑道内に注水するため北海道開発

局から借り受けた排水ポンプ車の搬送費用を本市が

負担するための経費、拠点複合施設への教育委員会

移転に伴い、文書整理などの移転準備作業に従事す

る臨時職員を雇用する経費、在任する外国語指導助

手が退職することとなり、新たに指導助手を任用す

るための経費、本市小・中学校に設置している教職

員用のパソコンのＯＳが旧式のため、来年 1月にサ

ポートが終了することから、セキュリティ強化のた

めパソコンを更新する経費、拠点複合施設への図書

コーナー移転に伴い、2 万冊を超える図書の運搬を

委託する経費、石炭博物館模擬坑道火災において、

消火活動のため穴を開けた天龍坑の密閉作業及び志

幌加別川から取水した際に変形した転落防止柵の原

状復旧工事を行う経費、文化スポーツセンター内の

ボイラー設備の一部である自動軟水器が故障したた

め、補修を行う経費、石炭博物館模擬坑道火災にお

いて、他自治体の広域消防応援隊の休憩及び宿泊場

所に文化スポーツセンターをしたことにより、当該

施設の光熱水費及び人件費が新たに発生したため、

管理委託費用の増額分に当たる経費、昨年度の大雪



令和元年 3定 1日目 

 

－5－ 

 

により倒壊した夕張市営球場に隣接する収納小屋を

危険防止のため解体する経費を計上しております。 

 また、国、道からの補助金及び負担金の精算に伴

う返還金を計上しております。 

 このほか、石炭博物館模擬坑道火災において、鎮

火までの緊急的経費として予備費を充用しましたが、

今後の想定外の支出に対応できるよう、火災で執行

した分の予備費を計上しております。 

 よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願い

申し上げます。 

●議長 小林尚文君  これより、質疑に入ります。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑、討論ともないようでありますから、直ちに

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決されまし

た。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  日程第 4、一般質問を行い

ます。 

 一般質問の通告は、6名の 9件であります。 

 質問の順序は、千葉議員、熊谷議員、高間議員、

今川議員、君島議員、大山議員であります。 

 それでは、千葉議員の質問を許します。 

 千葉議員。 
●千葉 勝君（登壇）  千葉 勝でございます。 

 通告に従いまして 2件 6点について質問いたしま

す。 

 最初に、公設塾「夕張学舎キセキノ」について質

問いたします。 

 「夕張学舎キセキノ」の開設は、2015年度に夕張

市が市内の中学生に行ったアンケートで、夕張高校

に進学を希望する生徒はわずか 3割でした。実際に

は市内の中学生の 6割以上が夕張高校に進んでいま

したが、中学生が魅力を感じていない実態が浮き彫

りとなったことがきっかけではないかと私は考えま

す。 

 このような状況の中で、市役所にワーキンググル

ープができ、夕張高校の存続には学力アップが欠か

せない、公設塾をつくろうとの結論を出して、2017

年度にふるさと納税によるクラウドファンディング

で資金を募集し、塾舎は民間企業の事務所を借りて、

講師は地域協力隊に任せ、2018年、平成 30年 4月

23日にスタートいたしました。 

 そこで、1点目の質問ですけれども、「キセキノ」

は、先ほど申し上げましたように、2018年、平成 30

年 4月 23日に開設して、今年で 1年 4カ月が経過し

ましたが、この間の活動等に対してどのような評価

をしているかについて、市長にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  千葉議員の公設塾

「夕張学舎キセキノ」に係る事業活動の評価に関す

るご質問についてお答えいたします。 

 公設塾「夕張学舎キセキノ」は、市内における高

校生の学力向上及び目標進路の実現、並びに社会で

活躍する人材の育成を目的として、平成 30年 4月に

開設いたしました。 

 これまで、公設塾においては、生徒一人一人に合

わせた個別学習指導や、さまざまな分野で活躍する

方をお招きした特別講演の実施などの取り組みを行

ってきているところでございます。 

 開設から約 1年 4カ月が経過しているところでご

ざいますが、公設塾の目的である学力の向上や人材

の育成などについては、一定程度時間を要するもの

でありまして、その評価についても同様であると認

識をしてございます。 

 いずれにいたしましても、公設塾に通う生徒たち

にとって、未来につながるさまざまな学びの場を提

供していけるよう、引き続き努めてまいります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  ただいま市長のほうから、公設塾
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の目的等で一定程度の時間を要するので、この間、

評価等についてはしていないというご答弁なのです

けれども、内容はわかるのですけれども、公設塾と

いう目的から考えると、学力の向上や人材の育成の

ためにも、早目に評価等をやるべきだと私は考える

のですけれども、今後、地域協力隊の任期も最高で

3年ですので、3年過ぎてから評価をするのではなく

して、3 年以内にやっぱり評価をすべきだと考える

のですけれども、市長の考えをお伺いしたいと思い

ます。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの千葉議員の再質

問にお答えいたします。 

 評価の時期ということだというふうに思いますけ

れども、ご指摘をいただきましたとおり、現在、公

設塾「夕張学舎キセキノ」につきましては、地域お

こし協力隊を講師として、そこで教育活動を行って

いただいているということでございます。 

 そうしますと、制度については既に千葉議員もご

理解いただいていると思いますが、いわゆる国の財

政支援が受けられる地域おこし協力隊というのは 3

年が限度ということもございますので、その点につ

いて、今後どうしていかなければならないかという

検討素材があるということは認識してございます。 

 そういったこととあわせまして、評価について、

どの時点でということでは今お約束申し上げられま

せんけれども、その必要性については認識をしてい

るところでございますので、今後、この「夕張学舎

キセキノ」についてのいろいろと検討していく際に、

ただいまいただきましたご意見も反映させられるよ

うな議論を進めてまいりたいと思っております。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  では、市長、よろしくお願いいた

します。 

 次に質問よろしいですか。 

●議長 小林尚文君  進めてください。 

●千葉 勝君  次に、2点目の質問ですけれども、

2019年3月に地域おこし協力隊として採用した講師

1 名が退職し、現在欠員となっていますが、その退

職した以降、どのような対応をしてきたのか、お伺

いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の公設塾「夕張学

舎キセキノ」に係る講師の欠員に関するご質問につ

いてお答えいたします。 

 公設塾「夕張学舎キセキノ」では、地域おこし協

力隊の制度を、先ほども申し上げましたが、活用い

たしまして、開設以来 3名の講師を採用して運営を

してきたところでございますが、委員ご指摘のとお

り、昨年度末において、主に英語を担当されていた

講師 1名の方が、自己都合により退職をされており

ます。 

 その後、そのため市では昨年度末より市のホーム

ページや民間の求人サイトなどにおいて講師の募集

を行っているところでございます。 

 引き続き、早期に講師の体制を整えられるよう、

さまざまな観点から募集を行うとともに、安定的に

公設塾を運営することができるような講師の体制な

どの検討に努めてまいります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  当初開設したときは講師が 3名い

たのですけれども、その後、退職して 2名になった

ということで、講師 2人の方に相当のご負担増が考

えられるのですけれども、今、働き方改革等々叫ば

れている中で、この 2人に対する負担軽減策等につ

いての対策は講じているのかどうかについてお伺い

したいと思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 講師の欠員に伴う 2名の講師の負担軽減というこ

とでございますが、現在、塾の運営といたしまして

は、当初 3名でございましたけれども、現在は 2名
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で運営をしているということでございまして、まず、

その点について触れさせていただきたいと思うので

すが、2 名の講師の方に英語を教えていただいてい

て、退職をされた方の分も分担をして今教えていた

だいている状況でございます。ですので、公設塾の

運営そのものについて何か支障があるかということ

については、そのようなものはないということで伺

っております。 

 それで、ただいまご案内のございました働き方改

革に伴うといいましょうか、塾講師の負担軽減とい

うことですが、具体的にこちらのほうからご指示を

申し上げているものはないのですが、現在、当然、

市の嘱託職員の身分ということもございますので、

その勤務条件の範疇で活動をしていただいていると

いうふうに承知をしてございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  先ほど、市長のほうの答弁の中に、

講師が 3人から 2人になったことで今後の公設塾の

安定的な運営にできるような講師体制等について今

後検討していきたいという答弁だと思うのですけれ

ども、現時点で、例えば今募集をしているのですけ

れども、募集が来なくて 2人体制になった場合等に

ついて、現時点でどのようにしていくかというお考

えがあればお聞かせ願いたいのです。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 現時点での考え方ということでございますが、先

ほど答弁をさせていただきましたとおり、現在まだ

募集を行っているということでございますので、基

本的な方針としては、今、地域おこし協力隊の募集

を行うということで対応しているところでございま

す。 

 それで、先ほどの答弁でも述べさせていただきま

したが、その地域おこし協力隊の活動年限、それか

らその後の関係、どのような形になっていくかとい

うことにつきましては、これは今後検討していかな

ければならない課題であることは明確でございます

ので、この内容については今後検討を進めてまいり

たいというふうに考えてございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  次の質問に移ってよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  どうぞ。 

●千葉 勝君  3 点目の質問に移らせていただき

ます。 

 8月 20日の「奇跡を起こせ夕張高校」の記事、北

海道新聞の記事なのですけれども、記事の中で、「夕

張高校の入試の偏差値は 40ほど、学力水準が高い学

校ではありません」と、はっきりと言う。そして、

こう続ける。「その夕張高校から、近い将来、東大

合格者が出たらどうでしょう。僕らは真剣です。狙

うのは奇跡的な生徒の学力アップだ」という内容の

記事が北海道新聞に掲載されました。 

 夕張市の教育長が所管するのは、小・中学校義務

教育であり、道立高校の生徒の偏差値についてまで

踏み込んだコメントを出した真意について教育長に

お伺いしたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 今  勉君  千葉議員のご質問にお答

えいたします。 

 この偏差値についてでございますが、これは入試

の偏差値でございます。もう既に雑誌やインターネ

ットで公表されているものでございます。各社によ

って数値が若干変動はございます。ただ、ほぼ 42

前後というようなことで表記されているという実情

でございます。 

 ですから、このコメントしたことにつきましては、

私が勝手に予想した数値をお話ししているわけでは

ございませんし、特別問題はないということで私自

身も理解をしておりますし、また、誰がこの偏差値

のことをお話ししても問題はないだろうということ

を認識してございます。 

 以上です。 
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●議長 小林尚文君  再質問はありますか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  教育長が言うように、インターネ

ットで調べれば。私も調べました。そうすると、教

育長は40前後と言ったのですけれども、44ぐらい。

各社いろいろありますので、44ぐらい、私の見たネ

ットでは偏差値44というようなあれで見ることはで

きます。 

 ただ、私、偏差値のことをああだこうだといって

いるのではなくして、偏差値のことを教育長に聞い

ているのではなくして、教育長という立場で、この

偏差値や学力水準が高い高校ではありません等と話

されたのは、何か別な思いがあって、思いがあって

話されたのではないかと私は考えます。 

 そこで、さきの、今答弁された教育長の思いが、

私には伝わってこないのです。と考えます。 

 そこで、再度質問しますけれども、このコメント

を出した真意は、本当はどこか別のところにあると

思うのですけれども、再度、その真意についてお伺

いしたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 今  勉君  千葉議員の再質問にお答

えいたします。 

 この記事を最初から最後まで通して読んでいただ

ければ、私は真意が読み取れるのではないかという

ふうに考えております。 

 教育長の立場だからこそ、夕張高校の取り組みに

ついては、いつも敏感になっていなければいけない

というふうに思うと同時に、夕張高校に対して、市

が大変大きな予算を計上している実情にあるわけで

す。ですから、そういった小・中学校のみならず、

ゼロ歳から18歳までの教育の推進ということに関し

ては、つまり、夕張高校のところまでしっかりと私

たちは関連を持って事を進めていかなければいけな

いというふうに思っています。 

 記事の最初の段階では、その内容の実態、そして、

それについての感想、そして、そこで感想が終わっ

ていれば別ですが、私は次に踏み込んでお話をして

いる。それは、夕張高校の魅力化をしっかりと推進

して、夕張高校において奇跡を起こすということを

お話ししている。その内容そのものであるというこ

とで、ご理解いただければというふうに思います。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  1 点ちょっと確認をしたいのです

けれども、教育長にちょっと確認。 

 先ほど私が申し上げたように、夕張市の教育委員

会が所管するのは小・中学校義務教育であるという

ことには間違いないですよね。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 今  勉君  千葉議員の再質問にお答

えいたします。 

 所管は確かに小・中学校、義務にあるというふう

に認識をしております。 

 ただ、先ほどもお話ししたことと重複いたします

けれども、夕張市においての教育全体を担わなけれ

ばいけない、そういう教育長の立場であるというこ

とも認識をしております。ですから、そういったよ

うなことにもかかわりを持つということは当然の責

任であろうというふうに思っています。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  偏差値の件なのですけれども、先

ほどもありましたように、入試の偏差値ですと教育

長は答弁していますけれども、入試の偏差値といい

ますと、中学生が高校を受験した結果が入試の偏差

値だと思うのですけれども、そういいますと、小・

中学校で学んできた学力が入試の偏差値に出るのか

なということで私は受け取るのですけれども、そう

なってくると、今までやってきた、小・中学校でや

ってきた学力増進等について一定程度不足している

のではないかと私は考えるのですけれども、この入

試の偏差値ということに対しては、教育長の考え、
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そういう答弁をしたということに対して、何か答弁

等がありましたらお考えをお聞かせ願いたいのです。 

●議長 小林尚文君  教育長。 

●教育長 今  勉君  千葉議員の再質問にお答

えいたします。 

 質問の趣旨が、余りよく伝わらなかったところも

ありますけれども、私自身は、先ほど申し上げたと

おり、入試の偏差値であるということは紛れもない

事実でございます。 

 ただ、「キセキノ」において、いろいろと力をつ

けていく、そして夕張高校において奇跡を起こすと

いうことも、これは先ほどと重複いたしますけれど

も、いずれにせよ、偏差値は偏差値、これは実態で

あるということをお話ししているだけでございます。

ただ、これからは、大きく変えていこうというよう

な、強い意思を持ってということもご理解いただけ

ればというふうに思います。 

 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  私はもう少し別な意図があるのか

なと考えますけれども、それ以上、何か教育長から

ご答弁がないのかなと思いますけれども、次の再質

問をさせていただきます。 

 私、「キセキノ」を初めとする夕張高校の魅力化

の事業の担当課は、教育委員会ではなくて事務分掌

上、地域振興課と考えております。 

 今回の教育長の新聞報道等について、市長として

教育長から発言等の経緯等についてお話を聞いたか

どうかについて、市長にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 今回の新聞報道の内容につきましては、私は報道

の後、今教育長に対しまして、事実関係の確認を行

ってございまして、今教育長からは、公設塾の設置

目的等について理解している旨を伺ったところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  設置目的等については理解してい

るということでお聞きになったと。発言の趣旨、真

意等についてはお聞きにならなかったのですか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  取材を受けられているのは

教育長ということもございましたので、私のほうか

らは、新聞報道について、確認事項といいましょう

か、ただ、先ほど議員のほうからもご発言がござい

ました、例えば所管の問題でございますとか、それ

から、例えば記事そのものについてのご感想といい

ましょうか、そういったものも含めて確認したとこ

ろでございますけれども、確認をしております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  それでは、「キセキノ」の設置目

的等について再質問させていただきます。 

 先ほど教育長のコメントにもありますように、「そ

の夕張高校から、近い将来、東大合格者が出たらど

うでしょう。僕らは真剣です」は、夕張市ホームペ

ージにも掲げられております、「キセキノ」の設置

目的であるのですけれども、設置目的は、「目標と

する進路に向かって、自らの力で切り拓き、実行す

る、社会で活躍できる人材を育成」、「課題先進地

として全国から注目される夕張の地で、多様な学び、

そして交流を通して「次の社会のカタチ」を探求し

ますという設置目的が、ホームページに掲げられて

おります。 

 ただ東大に合格者を出すという、そういうような

目的ではないと思いますけれども、この設置目的が

変更されたのかと私は受け取るのですけれども、ホ

ームページに掲げている設置目的等について、現在

も変わっていないのかどうなのかについて、市長に

お伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 
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●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 設置目的については、現時点においては変わって

はございません。 

 公設塾は、市内における高校生の学力の向上及び

目標進路の実現、並びに社会で活躍する人材の育成

ということで先ほども答弁をさせていただきました

が、この目的として設置されたものでございますの

で、変わってはおりません。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  設置目的は変わっていないという

ことでありますので、今後とも、この設置目的に沿

った運営等を、よろしくお願いしたいと思います。 

 続けてよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  どうぞ、進めてください。 

●千葉 勝君  2 点目の夕張高校魅力化事業につ

いてお伺いいたします。 

 1 点目の質問ですけれども、夕張高校魅力化の推

進体制についてお伺いいたします。 

 平成28年度より始まった夕張高校の魅力化事業の

推進体制について、教育長のかかわりと位置づけは

どのようになっているのかについて、市長にお伺い

いたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの千葉議員の夕張

高校魅力化事業の推進体制に関するご質問について

お答えいたします。 

 平成28年度より始まりました夕張高校魅力化事業

でございますが、その推進につきましては、現在、

市の担当部署である地域振興課が中心となり、事業

を進めているところでございます。 

 また、高校魅力化をより効果的に進める観点から、

意見聴取などの場として、夕張高校の先生や地域住

民の方、市役所職員などで構成をいたします夕張高

校魅力化プロジェクト企画委員会も設置していると

ころでございます。 

 なお、この委員会における意見等をいただいた際

には、教育の専門家である教育長、夕張高校校長と

も調整をしながら、施策に反映することとしている

ところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  確認ですけれども、プロジェクト

企画委員会の中に、教育長とか夕張高校の校長先生

は入ってはいないということで確認したという答弁

だと思うのですけれども、それでよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 ただいまの推進体制のどこにそれぞれが所属をす

るかということでございますが、私も含めて、市長、

教育長、それから学校長につきましては、その推進

体制の企画委員会に対して、助言あるいは承認を行

うという立場で位置づけられております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  それでは、2 点目の質問に移らせ

ていただきます。 

 夕張高校魅力化検討会についてですけれども、夕

張市では、夕張高校魅力化のために若手職員を中心

としたワーキンググループを編成し、高校魅力化プ

ロジェクトを推進していますが、これも 7月 28日に

夕張高校の校長、市職員、キセキノの講師や市民、

計 9人が集まって夕張高校魅力化検討会が開催され

ていますとの新聞報道があります。 

 この検討会の役割、位置づけ、メンバーはどのよ

うになっているか、市長にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員のただいまの夕張

高校魅力化検討会に関するご質問についてお答えい

たします。 

 8月 22日付の北海道新聞の記事におきまして、7
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月28日に夕張高校魅力化検討会が開催されたとの報

道がなされておりますが、こちらにつきましては、

先ほど申し上げた夕張高校魅力化プロジェクト企画

委員会における今後の議論の参考とするため、有志

による勉強会を開催したものと承知しておりまして、

夕張高校の校長先生、地域住民の方、公設塾の講師、

市職員などが出席したと伺っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  企画委員会における今後の議論の

参考とするための勉強会ということの答弁だったの

ですけれども、その勉強会の中でどのようなことが

話されていたのかについて市長にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員のただいまの再質

問にお答えいたします。 

 当日の勉強会の議題でございますが、今後の夕張

高校のカリキュラムについて、また、夕張高校の校

長先生からのご提案などもあり、それも含めて意見

交換を行ったというふうに伺っております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  メンバーなのですけれども、その

とき、28 日に集まったのは、夕張高校の校長先生、

市職員、キセキノの講師や市民等々の全員で 9名な

のですけれども、この勉強会については、その時々

でメンバーが入れ変わるのかどうなのか等について

お伺いしたいと思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の再質問にお答え

いたします。 

 先ほど答弁の中で、この検討会につきましては有

志による勉強会ということで答弁をさせていただい

たところでございます。 

 ですので、その内容からして、時によって変更す

ることもあり得るのであろうというふうに考えてご

ざいます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  次の質問に移ってよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  進めてください。 

●千葉 勝君  では、最後の質問に移らせていた

だきます。 

 夕張高校魅力化事業の新たな支援策についてお伺

いいたします。 

 6 月の定例会において、夕張高校の魅力が高まっ

ていくように、独自の取り組みの充実を図るための

必要な支援策を行ってまいりますと市長は所信表明

をしております。 

 そこで、7月 28日開催の先ほどの夕張高校魅力化

検討会において、学生寮の創設についても議題に上

ったと北海道新聞で報道されております。このこと

は、先ほど市長の所信表明にありますように、独自

の取り組みの充実を図るために必要な支援策を行う

との市長の所信表明を受けて議題に上ったのか等に

ついて市長にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  千葉議員の夕張高校魅力化

事業の新たな支援策に関するご質問についてお答え

いたします。 

 7月 28日の勉強会におきましては、主に夕張高校

の、先ほどもご答弁させていただきましたが、授業

カリキュラムに係る情報交換が行われたものと承知

をしてございまして、市として、学生寮の創設につ

いて議題に上げたという認識はございません。 

 なお、勉強会の後に行われた意見交換の場におい

て、一部の出席者の方から、学生寮の創設に係る話

題があったとの報告は出席した職員から伺っている

ところでございます。 

 いずれにいたしましても、夕張高校魅力化事業に

つきましては、今後とも、夕張高校の魅力を高める

独自の取り組みの充実化を図っていけるよう、推進
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体制も含めて引き続き検討してまいりたいと考えて

ございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  市として議題に上げたのではなく

して、話題に上がったということだけという確認で

すね。 

 夕張高校を今後、1 学級を維持していくには、私

も市外からの生徒の受け入れが必要ではないかと考

えます。そのためには、夕張高校に通学可能な公共

交通体系と、学生寮の創設を検討しなければならな

いと私も考えます。 

 そこで、夕張市が事業として、例えば学生寮を創

設する、そういう事業を実際に行うには、どのよう

なプロセスを踏んで検討していくのかについて市長

にお伺いいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの千葉議員の再質

問にお答えいたします。 

 例えば、生徒増を目指す上でのプロセスというこ

とでございますが、一例を挙げますと、先ほどご質

問をいただきました夕張高校の魅力化の企画委員会、

そういったところでもこれからもいろいろと活発な

議論がされるものと思ってございます。 

 一方で、先ほど議員からもご指摘がございました、

例えば生徒増は必要であると、そうした場合の受け

皿、あるいは通学の問題、こういったものをどう解

決していかなければならないかということになって

こようかと思います。 

 それで、先ほどの企画委員会というのは、説明を

いたしましたけれども、市長、教育長、校長につい

ては助言、承認と。承認ということは、これはそれ

ぞれの行政機関が承認をするという受けとめで私は

おりますから、例えば、そのような案が出てきた場

合に、私どもの考え方とすり合わせる中で、今度は、

具体的に申し上げますと、所管をしている地域振興

課として、それにかかわる予算の要求ですとか、そ

ういったことにつながっていくというふうに考えて

ございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 千葉議員。 

●千葉 勝君  今後とも、夕張高校の存続を求め

ていくには、やはり、先ほども申しましたように、

市外からの通学可能な公共交通体系と学生寮の創設

も検討していかなければならないと私も考えますの

で、このような方向で検討していただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 今回の北海道新聞の記事の中に、「夕張高校に来

て将来の視野が広がった」、「英語の力がつくから

と進学校を選ばず夕張高校に入学し、将来は国際的

な仕事につきたい」との生徒のコメントも掲載され

ていました。 

 北海道新聞のそらち日誌という中には「学力水準

が高い学校ではないと記事では書いたが、自分が大

人になった今、そんなことは社会に出たら全く関係

ないと声を大にして言える。それより、ちゃんと挨

拶ができて、人とコミュニケーションがとれること

のほうがずっと大切だ。夕張高校生徒たちはそれが

できている」と、記者はこう書いております。 

 平成27年4月1日に施行されました地方教育行政

の組織及び運営に関する法律で、地方公共団体の長、

市長は、総合教育会議を設けることとなりました。

総合教育会議の設置により、地方公共団体の長が教

育についての大綱を作成することになり、夕張市に

おいても教育大綱が作成されております。 

 教育大綱の基本目標の一つに、確かな学力を身に

つける教育の推進で、基礎的な知識、技能の習得と

なっております。私は、これを市長及び教育委員会

は、作成した大綱のもとにそれぞれの所管する事務

を執行するのではないかと考えておりますので、こ

れからも夕張の子どもたちのために、教育条件整備

のために取り組んでいただくことをお願い申し上げ

まして、質問を終わらせていただきます。 

●議長 小林尚文君  以上で、千葉議員の質問を

終わります。 
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 次に、熊谷議員の質問を許します。 
 熊谷議員。 
●熊谷桂子君（登壇）  日本共産党の熊谷桂子で

す。 

 今回の質問では、2件 9点について伺います。 

 まず、1 件目に、防災の取り組みについて、進捗

状況と今後の計画について伺います。 

 1年前の 9月 6日、この夕張市においても、大き

な揺れと 2日間のブラックアウトを経験した胆振東

部地震から丸一年がたちました。昨年のあの災害に

よってこの議場も損傷を受け、第 3回定例市議会は

急遽開催場所を変更したり、議員で話し合い、一般

質問を取りやめるなど、異例続きの中での議会とな

ったことを思い出します。 

 そして、3カ月後の昨年 12月に開催されました第

4 回定例市議会において、当時の防災の取り組みに

ついて質問をしたところですが、胆振東部地震から

1 年を経過した中で、防災への取り組みがどのよう

に改善してきているのか、項目に分けて伺います。 

 1 点目は、自主防災組織の設置・育成について伺

います。 

 昨年 12月の第 4回定例市議会で、夕張市地域防災

計画の中で自主防災組織を設置・育成するとされて

いるが、昨年 12月時点で現状はどのようになってい

るのか伺ったところ、現在本市において自主防災組

織が設置されていないことから、現在 2つの町内会

と自主防災組織の結成に向けて協議を進めていると

ころと前市長が答弁されました。 

 その後の進捗状況、今後の計画はどのようになっ

ているのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  ただいま熊谷議員

からご質問のありました防災対策の取り組みについ

てのご質問についてお答えいたします。 

 ご質問の中にございましたように、本市では 2つ

の町内会に自主防災組織、2 つの町内会で自主防災

組織の結成に向けて、12月以降も働きかけを進めて

いるところでございますが、町内会会員の皆さんの

高齢化、あるいは会員数の減少ということもござい

まして、今日段階で、まだ結成には至っていない現

状にございます。 

 一方で、慎重に対応しなければ、この地域の方々

が防災意識を育んでいこうという芽を摘んでしまう

可能性が考えられます。そのような中でございます

ので、防災講話の受講ですとか、それから避難所運

営ゲーム、これを行うなど、共助の重要性を理解し

ていただいて、設立に向けた取り組みを今後も確実

に進めてまいりたいと考えているところでございま

す。 
 以上です。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  高齢化の問題、本当に大変な問題

だと思いますし、また、4 月には博物館の模擬抗火

災もありまして、消防の方たちも本当に大変な労力

と時間を費やしたことというふうに思います。 

 そういった中で、高齢化の問題につきましては、

高齢化が進む中でも自主防災組織を進めている地域

は多く、年を追うごとにその数は増えています。総

務省の統計によりますと、全国では 8割以上の市町

村が自主防災組織を結成し、道内では、1 年前の時

点では 5割程度でしたけれども、現在は 6割の市町

村が自主防災組織をつくり、活動を進めていると報

告されています。そういう先進地域の事例を参考に

早急に進めるべきと考えますが、市長のご見解を伺

います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 自主防災組織の結成ということで、今さまざまな

今日的な状況について触れていただいたところでご

ざいますが、現在、市といたしましては、その 2つ

の町内会に働きかけを行っているということでござ

いますが、これは議員もご理解いただいているとこ

ろだと思うのですが、やはり、自助・共助・公助の

バランスで申し上げますと、やはり、夕張市の場合
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は、人口が 8,000人を割り込みましたとはいえ、一

方で行政職員の数は 110名ほどでございます。それ

で皆様方の災害時の安心・安全を守るということは、

現実的に全ての案件に対応できる状況ではないとい

うことで、これは夕張市に限らず、先ほどお話があ

りましたとおり、全国的に自主防災組織の結成が進

んでいるその理由というのは、やはり主体的に皆様

方が防災と向き合っていただいて活動していただく

こと、そして、それを行政がバックアップするとい

うことがこれから求められているというふうに認識

をしてございます。 

 そのような観点に立って、今後、新年度、どのよ

うなことがまず着手できるかということも含めて、

予算編成の中でも検討をさせていただきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  本年第 2回の定例市議会の冒頭で、

厚谷市長は所信表明の中で、市民生活の安心と安全

についてですが、日常生活はもとより、災害発生時

における公助・共助・自助の視点から、地域内ある

いは地域間における助け合いの仕組みをどう構築し

ていくかの課題がございます。高齢化が進む本市に

あっては極めて重要な課題であることを踏まえ、地

域互助会、仮称ですがということで、こういったこ

との設置を目標として、その環境づくりに取り組ん

でまいりますというふうに述べておられます。 

 私もぜひ早急にその件について進めていただきた

いというふうに思っているところなのです。ほかの

地域を見ましても、地域の消防団組織や町内会、Ｐ

ＴＡ、女性の組織などと密接に連携をしながら、共

助の中核の部分に当たるという位置づけで自主防災

組織をつくり、日ごろから活動している地域もある

ことから、この地域互助会なども含めて、安心でき

る共助をつくるためのお声かけなどの先頭に立って

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 例えば、私が所信表明の中で述べさせていただき

ました、いわゆる地域互助会の関係が自主防災組織

の運営にも大きくかかわってくるのではないかとい

うことでございますが、認識としては全く一緒でご

ざいます。 

 ただ、具体的に今後どう進めていくかということ

につきましては、先ほど、現在、自主防災組織の結

成に向けて取り組んでいただいている 2つの町内会

の事例もお話をさせていただきましたが、やはりこ

こは行政が働きかけをするということは当然必要で

すが、それ以上、地域の自治会に対して、いわゆる

つくることを強力に促すようなということは、むし

ろ自主防災組織を設立する趣旨に反する面も出てこ

ようかと思います。それぞれの地域が、地域にお住

まいの方が地域の課題を一番ご存じであるというと

ころもございますので、その地域、地域の課題に沿

った形で、今後、地域防災組織が、それぞれこの 2

つの町内会を初め市内各地で進んでいけるように、

行政としてさまざまな情報提供の機会を設けてまい

りたいと考えております。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  それでは、この件につきましては、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは 2点目に、必要な正しい情報をしっかり

と市民に伝えるための広報手段について伺います。 

 昨年の胆振東部地震では、市内の多くの世帯が 2

日間のブラックアウトになり、必要な情報が届かな

いことに加えて、水道が給水停止になるなどの誤っ

た情報、つまりデマも流れたという、そういう状況

がありました。 

 そこで、必要な正しい情報をしっかりと市民に伝

えることが重要だと考えますが、そのために現在ど

のような広報手段を考えているのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員からのただいまの



令和元年 3定 1日目 

 

－15－ 

 

ご質問のありました市民周知のための広報手段につ

いてでございますが、そのご質問にお答えいたしま

す。 

 昨年発生いたしました胆振東部地震では、全道的

な電力ダウンにより、テレビ、ラジオ、及び固定電

話はもちろんのことでございますが、携帯電話の使

用も不安定で、正確な情報が届かない状況に陥り、

さらには根拠のない、または確認ができていない情

報が一方的に拡散されたということがございました。 

 このことから、市民の皆さんは大きな不安にさら

されたものと考えてございます。確認のとれていな

い情報をむやみに発信しないなどのことも含め、注

意を促してまいりますとともに、市といたしまして

は、車両広報を、そのお伝えする内容を簡潔にする

でありますとかの改善を行うことによりまして、現

在行っている車両広報がより聞き取りやすい広報に

なるように心がけてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  車両広報の改善、ぜひよろしくお

願いしたいというふうに思います。 

 ことしの 7月 8日に行われましたＰＴＡと議会の

懇談の中でなのですけれども、保護者の方から、災

害に関する重要な情報を事前に登録した市民に向け

て同報メールなどで流してもらえないかという、そ

ういう要望が出されております。携帯電話が通じて

いればという、そういう限定条件にはなるのですけ

れども、そうすれば、仕事中などで広報車の音声を

聞けなくても、一定数の市民には情報が行き渡り、

そのご家族やご近所にも情報を流していただくこと

が可能になるかと思いますが、その点についてはい

かがでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 ＰＴＡとの懇談会でも、ただいまご発言のありま

したようなご意見があったということでございます

が、実は熊谷議員のただいまの再質問の中にもござ

いました、今後、夕張市の高齢化率が高いという状

況の中で、市もさまざま整理をしていかなければな

らない課題というのは、例えば予算をつけられるか

どうかですとか、人的対応が可能かどうかというこ

とは検討していかなければなりませんが、従来の車

両広報に加えて、どのようなものができるか、ある

いは、そのために地域の方々の協力をお願いする場

面も出てくるかもしれませんが、そういったところ

の調整を含めて、今後、この件については考えてい

かなければならないという認識でおります。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 これからお話しするのは、広報を補完するための

手段としての意見ということでお話ししますけれど

も、今、全国でゲリラ豪雨などの気候が激変する中

で、本市においても大雨による洪水、加えて地震な

どによるがけ崩れや土石流を警戒しなければならな

い地域も多くあると思いますが、それらの地域住民

にいち早く警戒レベルを知らせ、逃げおくれないた

めの手段として、今月 7日、夕張市防災セミナーで

「どしゃブル」というアプリが紹介されました。こ

のアプリは、自分の地域や家族の住む地域など 4カ

所まで地点登録ができまして、警戒レベルを確認す

ることができます。これは、もちろん広報手段では

ありませんけれども、広報を補完するものとして、

みずからが情報を収集し、避難する時期を逸しない

ためにも、また離れた場所にいる家族や高齢の親御

さんにも電話で避難を呼びかけることにつながるな

ど、有効なアプリだというふうに思ったところです。 

 セミナー当日はちょうど中学校の学校祭ともぶつ

かっておりまして、一般市民の来場は余りなかった

ようですけれども、こういったセミナーを、ぜひ高

校生やＰＴＡの方たちを対象に開催していただくこ

とも大切ではないかと思った次第ですので、ぜひご
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検討いただければと思います。 

 次に、3 点目に、自主避難を含めた避難所の開設

について伺います。 

 昨年の胆振東部地震では、地震当日は非常に不安

で、自主避難をしたかったが避難所の受け入れがな

かった。いざというときに自主避難をできるように

してもらいたいという市民からの要望がありました。

高齢者独居世帯が 3分の 1を占める本市として、今

後、この問題についてどのように対処されていくの

か、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいま熊谷議員からご質

問のありました自主避難を含めた避難所の開設につ

いてのご質問にお答えいたします。 

 指定避難所についての説明になりますが、指定避

難所につきましては、原則、避難勧告等を発令した

場合に地域防災計画に沿って開設することになって

いるものでございます。 

 したがいまして、自主避難につきましては、基本

的に自助・共助によるものと考えております。 

 実際に災害が発生した場合の自助・共助・公助の

割合でございますが、自助が 7割、共助が 2割、公

助が 1割というふうに言われておりまして、自助・

共助の重要性につきまして、先ほどの答弁とも重複

をいたしますが、広報誌などを通じて発信し、市民

の皆様の防災意識を高めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  他の地域の事例を見れば、自主防

災組織ができたところに一定程度の予算づけをして

防災訓練をし、その中で自主避難所の開設や運営の

位置づけもされています。 

 総務省の統計を見ますと、平成 30年 4月 1日現在

で、全国で消防団員は 84.4万人、そのうち女性の団

員は 2.6万人で、自主防災組織のカバー率は 82.7％

というふうになっています。このような他地域の先

進事例をもとに、市長の構想されております地域互

助会といったものに、消防団組織や元気な女性たち

の活躍の場も含めて自主防災組織をつくり、他の地

域のように一定の予算づけをすれば、その中で解決

ができるのではないかというふうに考えるところで

す。 

 また、その財源につきましては、幸福の黄色いハ

ンカチ基金の使い道の選択肢の中に住民自治活動の

維持に関する事業という項目もあることから、この

基金の充当も視野に入れた上で、ぜひ早急に、先ほ

どからお話しされていますような、そういう組織の

実現に向けてご努力をお願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 この防災に対して、それぞれの地域やお住まいの

方がどう向き合って対処していくかということ、総

体にかかわってくる問題でございますが、やはり行

政としてどこまでの準備ができるということも当然

必要でございますが、それと同時に、先ほどご答弁

をさせていただきましたとおり、今まで以上に、や

はり地域の方に防災意識を高めていただくという必

要性についても感じております。 

 そのことを通じて、やはり自助という中でご自身

が何をできるのか、その上で共助のために何ができ

るのかということをぜひお考えいただけるように、

そのような場づくりに努めて、その中で、市全体の

市民の皆さんの協力もいただいた防災の体制という

ものはどういうものなのかということについて、今

後、検討をさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  今、市長のほうから総体的に自治

体地域の防災組織、自助・共助の考え方、そして場

づくりをぜひというお話でした。ぜひよろしくお願

いしたいというふうに思います。 



令和元年 3定 1日目 

 

－17－ 

 

 4点目に、福祉避難所について伺います。 

 昨年の前市長の答弁では、福祉避難所の今後の視

点についてでございますが、本避難所は 75歳以上の

高齢者世帯や身体の不自由な方など要配慮者が対象

になるものでありますが、本市においては、75歳以

上の高齢者世帯が約 1,600世帯、そのほかに障害を

持たれている方など配慮が必要な方々がおられます。

福祉避難所は、市が指定する指定避難所に一旦入所

された要配慮者が避難所での生活が困難な場合に二

次的に開設する避難所であり、高齢化率が 50％を超

えている本市において、福祉避難所は重要な施設で

あり、本年 10月に、1施設ではございますが協定を

締結できたことはとても有意義なことであります。

今後も、福祉避難所の確保に努めてまいりたいと考

えておりますとの答弁でした。 

 福祉避難所は、昨年、1 カ所のみであり、今後も

確保に努めたいという答弁だったわけですけれども、

現在の状況と今後の計画について伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいま熊谷議員からご質

問がございました福祉避難所についてのご質問にお

答えいたします。 

 現在、福祉避難所は、議員のほうからもございま

したが、紅葉山の養護老人ホーム夕張紅葉園 1施設

でございます。ご承知いただいておりますとおり、

本市は山間に集落が点在しているという特殊な地形

でありますことから、中心部となる清水沢地区、そ

れから若菜以北地区にも必要であると、そのように

考えてございます。 

 ただし、福祉避難所につきましては、要配慮者の

方々が滞在いたしますことから、相談または助言、

そのほか、支援を受けることができる体制の整備、

それから良好な生活環境の確保、これが必要でござ

います。 

 このことから、今後、関係機関と協議をいたしま

して、指定できる施設があるのかどうかということ

も含めて、施設の選定に向けた議論を進めてまいり

たいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  今後、議論を進めていただくとい

うことで、ぜひよろしくお願いします。 

 5 点目に、高齢化が進む地域の防災対策について

伺います。 

 昨年の前市長の答弁では、高齢者の皆様が安心し

て暮らせるまちをつくるためには、自助・共助がと

ても重要であります。隣近所の方々や町内会と連携

を深め、地域みんなで防災意識を高めることが重要

であるという答弁でした。 

 現在の状況と今後の計画について、市長のほうか

ら今までもありましたけれども、まとめてお話しい

ただければと思います。よろしくお願いします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいま熊谷議員からご質

問のございました高齢化が進む各地域の防災対策の

ご質問にお答えいたします。 

 昨年から住民参画型の水防訓練及び住民避難訓練

を行っております。ことしは 10月でございますけれ

ども、清水沢地区で行うことになっておりますが、

今後とも毎年、地域を変えて実施することとしてお

ります。 

 市といたしましては、この訓練を通して、各防災

関係機関と地域の方々との連携を強化していただく

ことと、それから、地域の皆様方には、改めまして

防災意識を高めていただく機会になるものとなりま

すように今後も取り進めていきたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  今、訓練のお話がありました。 

 今後、市民の意識を変えていくためにも、市長み

ずからが市民懇談会などで、ぜひ地域での共助をつ

くっていくことに向けての自主防災組織なりの必要

性の説明をするということが非常にきっかけとして
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重要かなというふうに思うところなのですが、市長

はどのようにお考えでしょうか。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 自主防災組織も含めた地域の防災体制の考え方に

ついて、私のほうからも市民の皆さんに、その方向

性ですとか、そういったものを説明の機会があった

ほうがよいのではないかということだと思いますが、

今後、現在、検討をこれから進めていくところでご

ざいますが、先ほどの自主防災組織の今後の動向で

すとか、私が所信表明の中で述べさせていただいた

地域互助会、そういったことを全て、これは行政が

やるといって進められるものではないという認識で

ございます。ですから、市民の皆様に理解をしてい

ただくためには、そのような機会も私も必要だと、

そのように考えてございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  ぜひそういう市民懇談会などで、

市民が本当に共助をつくらなくてはいけないと、そ

ういうふうに思えるような、さまざまな情報も含め

て市長からお話をいただければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 最後、6 点目ですけれども、災害対策本部となる

庁舎について、耐震化にはなっていないということ

で、耐震化、建てかえについて伺います。 

 昨年の第4回定例市議会におきまして、前市長が、

役所庁舎が被災した場合については、例えば消防本

部に司令本部を移した中での災害の指揮に当たるな

ど、その状況に応じて当然対応していかなければい

けない。しかしながら、市役所庁舎の耐震化がなさ

れていない、このことに関しては大きな課題だと認

識していますので、今後もその課題解決にどういう

手法があるのかということについて考えていきたい、

そのように答弁されています。 

 その後、行政のほうとして、どのような検討をさ

れているのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの災害対策本部と

なる市庁舎についてのご質問にお答えいたします。 

 改めてのご説明になるかと思いますが、この市の

庁舎につきましては、昭和 53年に完成した建物でご

ざいまして、建築後約 41年を経過してございます。

平成25年度に実施をいたしました耐震診断によりま

して、先ほど議員からお話がございました震度 6強

から 7の大規模地震の発生により、倒壊、崩壊の危

険性が高いと結論づけられているほか、建築基準法

や消防法、電気事業法による施設法定点検において

もさまざまな指摘を受けているところでございます。 

 市といたしましては、耐震診断結果を踏まえまし

て、現状施設の耐震化を図る方法、それから、建て

かえる方法、この両面からさまざまな検討を行って

おりまして、事業費についても試算をしております。

しかし、どちらの方法を選択するにいたしましても

膨大な事業費となりますことから、場合によっては

代替施設の確保が必要になることもあるというふう

に考えられますし、財政再建中であります本市にあ

りましては、すぐに着手できないという現状がござ

います。 

 今後は、財政再生計画の進捗に応じながら、さら

に協議を重ね、一定の方向性を定めていきたいと考

えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  昨年も申し上げましたけれども、

現在、地球規模での気象の激変や、また火山活動の

活発化、地殻変動などで、さまざまな災害への準備

が必要と言われております。市民生活を守るとりで

の対策本部となる建物ですので、一日も早く市民が

安心できるように、ぜひよろしくお願いしたいと思

います。 

 それでは、2件目の質問に移ってよろしいですか。 

●議長 小林尚文君  熊谷議員、2 件目の質問に
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つきましては、時間が昼食休憩に入りますので、午

後 1時からの再開といたしますので、昼食休憩とい

たしますので、お願いいたします。 

●熊谷桂子君  わかりました。 

●議長 小林尚文君  ここで、昼食休憩といたし

ます。 

――――――――――――――――――――――― 

   午前１１時５７分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  休憩前に引き続き、会議を

開きます。 

 熊谷議員の質問を続行いたします。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  それでは、午前中に引き続きまし

て、2 件目に、聞こえのバリアフリーについて質問

いたします。 

 超高齢社会の日本で、10人に 1人が難聴者という

時代を迎えました。適切に予防やケアを行いながら、

必要になったら補聴器を使うのが当たり前という社

会にしていくことが重要だと言われているところで

す。最近では、70歳以上の高齢者の約半数は、加齢

性の難聴と推定されています。難聴になると、家庭

の中でも社会的にも孤立しやすく、最新の研究では

高齢者鬱や認知症の原因になるとも言われています。 

 難聴者への聞こえの支援拡充は、災害時の避難誘

導や生活の質を向上させる上で重要な課題ですが、

補聴器は平均 15万円ほどと高価で、高くて買えない

世帯も少なくないのが実情です。難聴になったらな

るべく早い補聴器の使用が聞こえの改善にとって大

切と言われていますが、本市では加齢性難聴者数は

どの程度と予測されるのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の聞こえのバリア

フリーに関するご質問にお答えいたします。 

 夕張市における加齢性難聴者数の推計についてと

いうことでございますが、独立行政法人国立長寿医

療研究センターの調査によりますと、全国の高齢者

の約半数に当たる約 1,500万人に難聴があると推計

されておりまして、高齢化が全国の市で最も進む本

市においては補聴器購入費の助成が受けられる聴覚

障害の手帳をお持ちの方は現在61名となっておりま

す。 

 なお、これらの方以外にも、加齢による難聴者が

少なくないと思われますが、現時点で実態の把握は

しておりません。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  最新の研究では、難聴が高齢者鬱

や認知症の原因になるとも言われているわけですか

ら、健診などさまざまな機会を捉えて高齢者の聴覚

検査を実施すべきではないかと考えるところですが、

市長のご所見を伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 健診での聴覚検査の実施についてでございますが、

現在、市で行っている特定健診などの健康診査にお

きましては、生活習慣病などの予防を主な目的とし

て実施していることから、聴力検査は実施しており

ません。 

 難聴につきましては、さまざまな程度と種類があ

り、一人一人の状態が異なり、対応には専門医によ

る診断が必要であることから、あらゆる場を通じて、

高齢者の難聴に対する悩みの把握に努めさせていた

だきますとともに、悩みを把握した場合は、補聴器

使用に関することも含めて、適切に医療機関などに

つなぐ支援をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  専門の文献によりますと、加齢性

難聴の原因として、動脈硬化による血流障害が原因

とされていますけれども、さらに、ストレスとか睡

眠不足、騒音、運動不足なども上げられています。
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行政としても、こういった新しい情報も含めて、ぜ

ひ啓蒙の機会をたくさんつくりまして、高齢者の健

康維持、促進、聞こえのバリアフリーに向けて取り

組みを進めていただきたいと思うところです。 

 2 点目に、聞こえのバリアフリーとしての重要性

の認識について伺います。 

 難聴になると家族や友人との会話も少なくなり、

会合への出席や外出の機会が減り、コミュニケーシ

ョン障害が起こるとされています。そして、さらに

見過ごせないのは、認知機能が正常聴力の人より 3

割から 4割の悪化が見られているということです。 

 また、厚労省の介護予防マニュアルでも、高齢者

のひきこもりの原因の一つに聴力の低下を上げて対

策を求めています。 

 さらに、ＷＨＯの推奨では、聴力中等度難聴の 41

デシベル以上の場合に補聴器の使用を推奨していま

すが、日本では残念なことに両耳聴力が 70デシベル

以上の重度にならないと障害認定補助にならないた

めに、補聴器の普及がおくれています。 

 ですから、外国と比べてみますと、加齢による難

聴者の割合はどこも同じような割合であるにもかか

わらず、補聴器の所有者はアメリカでは約 3割、フ

ランスでは約 4割、イギリスでは約 5割近い難聴者

が補聴器を使用しておりますが、日本では、たった

の14.4％という驚くほど低い所有率となっています。 

 このような状況の中で、難聴者への聞こえの支援

拡充は、災害時の避難誘導や生活の質を向上、認知

症予防の面からも重要な課題ではないかと思います。

その上、補聴器を普及させようにも、価格が 15万円

から 30万円ほどと高価で、高くて買えない世帯も少

なくないのが実情です。 

 市民の過半数が高齢者であるという現実の中で、

市民との協働をキーワードに掲げる厚谷市長の観点

から、災害時の避難誘導も含め、聞こえのバリアフ

リーやコミュニケーションツールとしての補聴器の

重要性を市としてどのように考えるのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  聞こえのバリアフリーとし

ての重要性の認識についてということのご質問でご

ざいますが、平成 24年 3月、厚生労働省が策定いた

しました介護予防マニュアルにおきまして、高齢者

の閉じこもりや認知症に陥る身体的要因の一つに難

聴が位置づけられていることを踏まえまして、本市

地域包括センターでは、日ごろの相談、援助活動な

どを通じて、必要に応じて介護保険や障害者支援制

度などにつなぐ、寄り添い型の支援を行っており、

聴力を初め視力や言語などに課題を抱える高齢者に

はより丁寧な支援が必要であると考えております。 

 なお、難聴者の補聴器補助についてでありますが、

議員ご指摘のとおり、災害時に行政情報などを円滑

に提供するコミュニケーションツールの一つになり

得ると思っております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  コミュニケーションツールとして

補聴器の重要性を認識していらっしゃるというご答

弁だったかと思います。 

 そこで、今回、補聴器の調整及び補聴器・集音器

貸し出しと購入費補助についての質問通告をいたし

ましたが、補聴器外来の設置については、質問通告

を終わった後で、市立診療所において補聴器外来が

実施されており、補聴器の貸し出しについても実施

されていることがわかりました。調査不足であった

ことをお詫びしまして、今後十分注意したいという

ふうに思います。 

 これまで述べてきましたように、補聴器は社会参

加の必需品であるにもかかわらず、平均で 15万円ほ

どの価格であることから、年金で暮らす低収入の高

齢者にはなかなか手が届かないほど高額です。 

 また、日本の場合、先ほどもお話ししましたよう

に、補聴器の購入の公的補助が受けられるのは両耳

とも平均 70デシベル以上しか聞き取れない場合、そ

れから語音明瞭度が 50％以下の場合、障害者手帳を

持つ人などに限られて、非常に限定的です。これに

対しヨーロッパでは手厚い公的補助があり、国家資
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格を持つ聴覚の専門家や医師が補聴器を調整してい

るという状況があります。 

 しかし、最近では、これまで述べてきましたよう

に、認知症の予防も含めた聞こえのバリアフリーの

考え方が広がり始めており、現在わかっているだけ

でも、北海道北見市を初め全国で 20ほどの市区町村

で公費補助制度が導入されています。 

 本市におきましても、聞こえのバリアフリーに向

けて、購入費の補助を実施すべきと思いますが、そ

ういう購入費の補助は実施できないのか、伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいまの補聴器などの調

整、貸し出し、それから主に購入費の補助について

ということができないのかということでございます

けれども、きょう通告をいただいている質問の中で、

特に難聴者の方に焦点を当てていただいているよう

な部分もありますが、その加齢による難聴者の方へ

の補聴器などの購入に対する補助事業は、現在実施

をしていないところでございます。 

 本市といたしましては、ほかの市町村の情報収集

に努めることといたしまして、聴力を初め視力、そ

れから言語などに課題を抱える高齢者に対し、今後

も丁寧な支援を行ってまいりたいと考えております。 

 なお、先ほど熊谷議員のほうからございました市

立診療所における取り扱いでございますが、この機

会に改めてご説明をさせていただきたいと思います

が、毎週金曜日に耳鼻咽喉科が開設をされておりま

して、平成 30 年度でおよそ 1,200 名、今年度は 8

月末現在まででおよそ 500名の方が診察に訪れられ

ております。 

 また、耳鼻咽喉科の診療日に合わせまして、月 2

回開催されておりますのが、先ほどご案内がござい

ました補聴器外来でございますが、今年度、延べで

22名に対して診療を行い、補聴器の新規作成、それ

から調整を行っているほか、現在、5 名の方に試用

期間、試しの期間としての無償貸し出しなどを行っ

ているところでございますので、この点についても

申し添えたいと思います。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  今回の質問の際には、診療所のホ

ームページを見ましても、補聴器外来について特に

記載がなかったものですから、市立診療所で実際に

補聴器外来、補聴器の貸し出しがされていたという

ことを伺いまして非常にうれしく思ったところです。

認識不足であり、大変失礼をいたしました。 

 市長が答弁されましたように、補聴器の調整とい

うのは、電気信号を受け取る脳のリハビリでもある

ことから、3 カ月間、週一、二回のリハビリが必要

で、きちんと調整された補聴器でリハビリを続ける

と何歳からでも脳が確実に変化するために、3 カ月

のリハビリ、または補聴器の貸し出し期間終了後は、

ある医療機関の例では、97％の人が補聴器はなくて

はならないものになるという結果が出ております。

周りの方たちの中にも、補聴器が合わなくて使って

いないという声を聞くところですが、現在、札幌な

どで幾つかの耳鼻咽喉科の専門病院で開設されてい

るようですけれども、夕張市内でこの補聴器外来が

受診できるということは本当に大変ありがたいこと

だと思います。 

 今回、市長からも今、お話がありましたけれども、

ぜひ、この補聴器外来について宣伝していただいて、

市民の聞こえのバリアフリー化を進めていただきた

いというふうに思います。 

 また、補聴器の購入費補助についてですけれども、

先ほどお話し申し上げましたように、北海道の北見

市を初めとしまして、わかっているだけで 20の市町

村が、今、加齢による補聴器の補助を進めていると

ころです。ぜひ夕張でも進めていただきたいと思う

のですけれども、財源につきましては、例えば東京

都では、都が包括支援のもとで支援をし、区が支援

事業を行っているという、そういうことで、東京都

のいろいろな区がこの事業を行っております。 

 そういうことを受けまして、本市からぜひ北海道

にも働きかけをして、道の包括的支援のもとで市が
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支援事業を考える。または夕張市の幸せの黄色いハ

ンカチ基金では、基金の使い道の選択肢の中に高齢

者や障害者などの生活支援活動、住民の健康保持に

関する活動や事業も対象に上げられておりますので、

ぜひこのような財源も検討いただきながら、日本一

高齢化の進んだ市として支援を考えていただきたい

というふうに思うのですが、再度、市長のご所見を

伺います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  熊谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 まず、1 点目でございますけれども、補聴器外来

の市民周知でございますが、私も熊谷議員から通告

をいただきました際に、いろいろと診療所のホーム

ページなども改めて拝見をさせていただいたところ

でございます。 

 その中では、耳鼻咽喉科の開設日については記載

をされておりますが、補聴器外来のことについては

触れられていないという現状であるということを確

認いたしましたので、今後、診療所とお話をさせて

いただいて、むしろ、夕張市民の方にそのような情

報は提供したほうがよろしいのではないかというこ

とで助言させていただきたいと思います。 

 同時に、診療所だよりも、毎月、広報ゆうばりに

折り込みになっておりますので、そういったところ

の活用についても、ぜひご相談をさせていただきた

いと思っております。 

 それから、低所得者に対する補聴器購入費の補助

ということでございますが、結論から申し上げます

と、現時点では、やはり財源などの課題を鑑みます

と、創設するという考えはございませんが、熊谷議

員からもお話がございましたように、今後の情報収

集、これには当然努めてまいりますし、担当課レベ

ルでも、他市町村とのいろいろな会議や意見交換も

ございます。そして、先ほど答弁をさせていただき

ました、夕張市立診療所につきましても、地域医療

という観点からは非常にいろいろな地域の実情をご

承知いただいているというふうに考えておりますの

で、そのような見地からもご意見をいただいて、そ

の上で今後、夕張市としてどのような対応が必要か

ということについて、利用者ニーズも踏まえて、今

後の動向を注視してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 熊谷議員。 

●熊谷桂子君  市長から今、答弁をいただきまし

た。 

 人口の半分以上が高齢者という中で、加齢性によ

る難聴を抱えながら、やはり補聴器が高くてなかな

か買えないという方も多くいらっしゃるのではない

かというふうに推察するところです。地域の協働と

いうことがこれから本当に求められる時代というふ

うになりますので、ぜひ、聞こえのバリアフリー化

を進めていただけるように、高齢になっても難聴に

なっても安心して住み続けられるまちを目指してい

ただけますように強く要望をいたしまして、質問を

終わらせていただきます。 

●議長 小林尚文君  以上で、熊谷議員の質問を

終わります。 

 次に、高間議員の質問を許します。 
 高間議員。 
●高間澄子君（登壇）  高間澄子でございます。 

 通告に従いまして一般質問をさせていただきます。

市職員の負担軽減についての 1件の 2点について、

市長の考えをお伺いいたします。 

 質問の前に 4点ほど、共通課題を確認させていた

だきたいと思います。 

 1 つ目には、行政執行体制において、再生計画に

もられてはいるけれども、その計画を満たせていな

いのが現状であると認識しております。 

 さらに 2つ目には、行政の重要ポストである課長

職においても、この 1年ないし 5年のうちに 6名の

方が、また、中途で退職される方を含めると 7名も

の退職者が迫っていること。 

 3点目には、令和 8年、2026年には、財政再生振

替特例債の返済が終わり、通常の自治体に戻るわけ
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でありますが、その結果として、道からの職員派遣

も打ち切られる可能性は大きいのではと思っており

ます。 

 最後、4 点目には、採用に向けて募集をし、努力

をされているが、なかなか人が集まらない。 

 このように大変に厳しい中にあります。今のこの

4 点については市長も共通課題を持たれていること

と思います。 

 質問に入りますけれども、市業務の外部委託につ

いてということで、このような厳しい状況の中にあ

って、職員が定数割れになっている状況を打開する

ために、ほかの自治体でも導入されている民間委託

の検討は市として検討されているのか、お伺いをい

たします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君（登壇）  ただいま高間議員

からご質問をいただきました、市として民間委託の

検討は進めているかということでございますが、一

部業務につきまして、現在、進めているところでは

ございますが、具体的にその決定というところには

まだ至っていない状況でございます。 

 それで、質問のご趣旨からいたしますと、私も、

先日、庁議の中で各課長さんにお願いをしたわけで

ございますが、人員の体制確保、これはもう当然必

要でございますが、それと同時に事業等々の見直し、

これが、例えばご質問のありました外部委託のよう

なもので可能なものがあるのかどうかということに

ついても、今後、調査をしていくことになっている

予定でございます。 

 現在としては、そのような状況でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 高間議員。 

●高間澄子君  ありがとうございます。 

 ヒアリングをしている状況の段階であるというふ

うに答弁いただいたと思っております。この全課を

対象にしてヒアリングをされた結果として、可能な

委託とかの協議も行われたと、そういうふうに私は

今聞いておりましたけれども、この中で民間に委託

できる可能なものが、具体的にはどのようなものが

あったのか、もしあれば、お聞かせいただければと

思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  高間議員の再質問にお答え

いたします。 

 ヒアリングの関係で申し上げますと、来年度、令

和 2年度より導入実施となります会計年度任用職員

制度、これに関して全課を対象としてヒアリングを

実施したところでございますが、その実施した際、

将来に向けて委託化が可能あるいは委託化の検討が

必要である業務について各課と協議を行ったところ

でございます。 

 その具体的な業務名については、今回お答えする

ことは、現段階ではできませんけれども、現在、先

駆けて、建設課におきまして市営住宅などの入居、

退去に係る業務でありますとか住宅の小規模修繕に

関する業務を来年度から外部委託化すべく検討を進

めている状況でございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 高間議員。 

●高間澄子君  ありがとうございます。 

 今のところ、建設課が入退去、また修繕を含めて

検討しているということでございます。これはまた、

このことを進めることによって職員の何名分の人工

に相当するのか、教えていただければと思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  高間議員の再質問にお答え

いたします。 

 現在進めている状況ということでございまして、

それが人工換算ということになりますと、もう少し

精査をしなければならない部分がございますので、

現段階での答弁は控えさせていただきたいと思いま

す。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 高間議員。 

●高間澄子君  わかりました。 
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 それで、先ほどの答弁の中で、来年度から建設課

が検討されているということでしたが、来年度とい

えばもう数カ月というところまで来ております。建

設課のいろいろな建物が今、具体化される中で、大

変に忙しい状況になっているとは思いますけれども、

来年に向けてということなので、具体的なスケジュ

ールとしてはどこまで進んでいるのか、また、厳し

い状況にあるのか、もしわかれば教えていただきた

いと思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  高間議員の再質問にお答え

いたします。 

 先ほど私が答弁をさせていただきました建設課の

外部委託の関係でございますけれども、これにつき

ましては、現段階のところ、導入に向けてという考

え方では順調というふうに思ってございます。 

 以後、具体的に令和 2年度の予算編成などが始ま

ってまいりますが、そういったところで、この外部

委託をするにしても相応の経費が見込まれるという

部分がございます。そういったものの計上を含めま

して、今後、最終的に実施に向けた検討を、事業面、

それと予算の面と両方で進めていくことになると、

そのようなスケジュールになってございます。 

 以上でございます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 高間議員。 

●高間澄子君  再質問というよりは、ちょっとお

願いでございます。 

 市職員の負担度は、今、本当に待ったなしの危機

的な状況にあると思っております。早急に全体的な

検討を進め、スケジュール化をして、道また国へ理

解を求めていく努力をしていただきたいと思ってお

りますが、よろしくお願いをいたします。 

 次、続けてよろしいですか。2点目。 

●議長 小林尚文君  どうぞ。 

●高間澄子君  それでは、2 点目に質問を移らせ

ていただきます。 

 近い将来、行政組織のスリム化を図っていかなけ

ればならないと考えれば、外部委託が可能な業務が

どのようなものがあるのか、また、既に実施されて

いるほかの自治体などでは、住民票など各種証明書

の交付など、窓口業務を委託し、運用を始めており

ます。 

 夕張市として、外部委託が可能な業務はあるのか

どうか、お伺いをいたします。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  高間議員の外部委託が可能

な業務についてということでお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 それで、現在、本市で外部委託が可能な業務の洗

い出しということでは、先ほど答弁をさせていただ

いたとおりでございますけれども、それ以外の実施

状況につきましては、既にご記憶にもあると思うの

ですが、この夏休み後から、学校給食の外部委託に

よる運用が始まったところでございます。 

 それで、先日、夕張中学校の学校祭が開催されま

した折に、栄養教諭の先生とお話をする時間がござ

いました。そのときに、外部委託をして、給食の調

理場はどうですかということでお話をお伺いいたし

ましたら、やはり、長い間、懸案でございました、

例えば身分としては非正規の公務員ということでご

ざいますから、限られた人員で運用をしていると。

そうすると、お休みがあると、栄養教諭の先生が新

しく調理場に入っていただく方を自ら探さなければ

ならないという作業が今まであったのですが、まず

一つは、そういったものが解消されるということで、

いわゆる学校現場としては、働き方改革といいまし

ょうか、その負担軽減に間違いなくつながっている

というお話があったところでございます。 

 そのような例がございますので、今後は、外部委

託が可能な業務ということにつきましても、夕張市

だけでできるもの、そうでなくていろいろな連携の

もとでそれが行われるものというふうに二種類に分

かれてくる部分もあると思いますので、今後、ほか

の自治体の実施、それから運用、その状況を見きわ

めるとともに、やはり、費用対効果ということで、
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民間委託をすることによって、職員の負担軽減にも

なるし、支出する経費の節減にもつながるといった

ところの財政面の影響、これを勘案しながら慎重に

検討していかなければならない事柄だと思っており

ます。 

●議長 小林尚文君  再質問はありませんか。 

 高間議員。 

●高間澄子君  ありがとうございます。 

 さまざま市としても検討をされているということ

がよく理解できました。 

 夕張市以外の例でございますけれども、千歳市の

場合、ことしの令和 1年 6月 3日からこの運用を始

めているということでございます。委託料は、昨年

の準備費も含めて、夕張との自治体としての大きさ

も違いますので一概には言えないのですけれども、

それら種々含めて約 6,000万円の経費削減を見込ん

でいるというような、そういう内容の記事もありま

した。 

 千歳市に続いて、苫小牧市では、令和 2年の 2月

から運用を始めるということと、あと、また旭川市

においては、既に検討を始めていると、こういうよ

うに大きなところでも、こういう検討をされている

のが事実でございます。 

 夕張市といたしましても、しっかりと検討を進め

ているとの先ほどの市長の答弁がございました。人

口の少ない夕張市自治体では、可能な委託業務も限

られてくるとは思うのでありますけれども、まずは

職員の負担軽減を第一に考えられて、積極的に検討

をしていただきたいと思っております。 

 私としての質問は以上ではございますけれども、

もし、この点について市長、何か一言でもあれば、

お聞かせ願いたいと思います。 

●議長 小林尚文君  市長。 

●市長 厚谷 司君  ただいま高間議員から再質

問といいましょうか、ございましたが、それぞれほ

かの市で取り組まれている事業なのですけれども、

それが今の質問の中では、どのような業務なのか、

ちょっと私のほうでは聞き漏れがあったかもわかり

ませんので、どのような業務が委託をされているの

かということについてご教授をいただければと思い

ます。 

●議長 小林尚文君  高間議員。 

●高間澄子君  失礼いたしました。 

 千歳市においては、窓口業務ということで、住民

票とか各種証明書の交付、印鑑証明とか納税証明と

か住民の異動届だとかそういうことに加えて、また、

データの入力だとか、窓口対応ということでフロア

の案内の一括委託という、こんなような内容であり

ました。 

 さきの質問にありましたけれども、行政としては

費用対効果というのが、やはり上げられるのは当然

とは思うのですけれども、夕張市におきまして、我

が自治体におきましては、何分、職員の負担軽減、

ここをまた一つ大きな目標にして、いろいろな検討

をしていただけたらなと、こういうふうに思ってお

ります。 

 市長の答弁も詳しく理解できましたので、私の質

問は、これにて終わらせていただきます。 

●議長 小林尚文君  以上で、高間議員の質問を

終わります。 

――――――――――――――――――――――― 

●議長 小林尚文君  お諮りいたします。 

 本日の会議は、この程度にとどめ、延会したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

 したがって、本日は、これで延会とすることに決

定いたしました。 

 本日は、これで延会いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

   午後 １時３４分 延会
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